
概要

回 月/日(曜) 会　場 学　習　内　容 講師名(敬称略)

1 4/１0（月） 『日韓関係史』第1章 日韓関係の｢前史｣

2 4/17（月） 『日韓関係史』第2章 冷戦下における日韓関係の｢誕生｣

3 4/24（月） 『日韓関係史』第3章  冷戦の変容と非対称的で相互補完的な日韓関係

4 ５/8（月） 『日韓関係史』第4章 冷戦の終焉と対称的な日韓関係の到来

5 5/15（月） 『日韓関係史』第5章 対称的で相互競争的な日韓関係へ・終章 

6 5/22（月） 『歴史と向き合う』第1章 冷戦崩壊と日韓関係

7 5/29（月） 『歴史と向き合う』第2章 元徴用工訴訟問題➀

8 6/12（月） 『歴史と向き合う』第2章 元徴用工訴訟問題②

9 6/19（月） 『歴史と向き合う』第3章 慰安婦問題➀

10 6/26（月） 『歴史と向き合う』第3章 慰安婦問題②

11 7/3（月） 『歴史と向き合う』第4章 日韓併合・日韓協定

12 7/10（月） 『歴史と向き合う』第5章 歴史との向き合い方

連絡事

項

※テキストの木宮正史 『日韓関係史』 岩波新書、924円（税込み）、朴裕河 『歴史と向き合う：日韓問題　対立から対話へ』 毎日新聞出版、2,090円 (税込)は、各自でご準備くださ

い。

WS

1

 日韓関係にどのように取り組むのか

  【定員】30名　　        　      【受講料】　２年・１年会員ともに17,160円　　　　聴講生18,590円

  『政治・経済・社会』【ワークショップ】国際関係　　　　　　　　　　　【時　間】　毎回15時00分～17時00分（計12回）

木宮正史『日韓関係史』岩波新書、を読んで基礎知識を獲得したうえで、韓国では異端・少数派であるが日本では相対的に好評な著者である、朴裕河『歴史と向き合う：日韓問題　対立

から対話へ』毎日新聞出版、を読んで、著者の問題提起をどのように受けとめるのかを、受講者と共に考えてみたい。
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